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小高生まれのガラスアクセサリーブランド
「 iriser - イリゼ -」の世界観に触れに行く

小高でつなぐ！リレーインタビュー

次回は…半谷さんからご紹介の方に
インタビューします！

お楽しみに～

（書き手：蒔田志保）

木村さん→半谷さんへバトンタッチ！

半谷 真由香さん

児童指導員

Ｑ.小高の好きなところは？ 

子どもと同じ目線に立ちたいと思いながら教員や児童指導員の仕事をしてきました。この経験を活かし
て、将来的には、小高区に昔から当たり前のようにあった子どもたちの「居場所」を復活させたいと考
えています。私が小さい時にした虫取りや秘密基地づくり、星空観察などを子どもたちが体験できるよ
うにしたいなと。今は家で楽しめる遊びもありますが、それだけでなく、小高区の自然を楽しんで、生
きる力が高まるような機会をつくりたいと思っています。

Ｑ.小高でこれからやっていきたいことはありますか？

Ｑ.移住検討中や移住してくる方へメッセー
ジをお願いします！

駅前通りに面する、小高交流センターの玄関口に店舗を構えるガラス
アクセサリーブランド「iriser（以下、イリゼ）」。職人によって一つ
ひとつ手作りされている作品はキラキラといろんな表情を見せ、「虹色
に輝く」という意味を持つブランド名を体現しているようです。
イリゼはもともと、小高パイオニアヴィレッジ内にある工房で商品の

販売を行っていましたが、今年の4月に新たな店舗をオープン。「一点
ものの商品を見比べてじっくり選んでいただいたり、制作工程について
お客様と話が弾んだりするようになりました」と話すのは、オープン時
から店舗スタッフとして働く佐川美和子さんです。店舗づくりの際は、
空間のトーンにこだわったり、想いを言葉でも表現したり、イリゼの世
界観を伝えることに力をいれたそうです。
地元の方だけでなく、小高区を訪れた方も多く立ち寄られるこの場所。

店舗限定の「おうまのキーホルダー」はお土産としても人気です。首の
長さや顔のかたちなどには個性があり、お気に入りの子を探す時間はウ
キウキしました。今後、ハンドクラフト作家の作品を販売する計画もあ
るそうです。みなさんもぜひ、一度お店を覗いてみてくださいね。

Ｑ.小高のお祭りのお囃子エピソードを教えてくだ
さい。

小高の風景や街の雰囲気など、「景色」そのもの
をパノラマのように感じてほしいなと。移住して
からは、ご自身もその「景色」の中に入り込むよ
うに楽しんでほしいです。

小高区在住 / 小高区出身

店舗限定「おうまのキーホルダー」
ピンブローチタイプは男性にもおすすめ

「iriser –イリゼ- 」 問い合わせ
〒９７９－２１２４

小高区本町１－２４－１（小高交流センター南３棟）
営業日：火～土曜日 / １０：００～１７：００

電話番号：０７０－８９２０－２５７８

物心ついた時から櫓の上で父がお囃子をしていました。
大人になってから一緒に櫓の上に乗れた時は感動しまし
た。今年のお祭りに息子が友達と来てくれて「地元のお
祭りに来てよかった」と言ってくれたんです。盆踊りは
恥ずかしいからと参加していませんでしたが、お囃子や
温かい笑い声など、お祭りの「雰囲気」を楽しんでいて
くれていたらとても嬉しいです

「ものづくりを身近に感じてもらいたい」
というブランドの想いから道具の展示も

山・川・海などの豊かな自然。色んな人が育てている
お花や野菜などで「四季」を感じ、それをおすそ分け
してもらう時に温かい人情味も感じます。小高って何
もないってみんな言うけど、何もないのがいい。懐か
しいと思える街並みも残っていて好きです。

ミズアオイや梅の花など、小高らしい
花をモチーフにしたアクセサリーが並ぶ



おだかぐらしファンづくり交流会
（以下 書き手 おだかぐらしコンシェルジュ 本田 奏）

はじめましてもひさしぶりの再会も
美味しい料理に話が弾みます

シェフのクック井上。さん（左）
戸田康利さん（右）

絶品料理に箸が止まりません

ぷくぷく醸造の立川さん協力の
オリジナルのお酒づくり

飲み比べをしながら副原料を決めます

相馬の殿
相馬行胤さんも

参加

次回は、第34号/1月発行予定です

おだかぐらし担当より

１０月３日(土)、小高区に移住された方を対象に「おだかぐらし移住者ウェルカムツ
アー」を開催しました。
当日は少し暑さを感じるほどの晴天に恵まれ、絶好のツアー日和に！参加された８人

のみなさんは、「地域のお世話人」の渡部義則さんとともに、ジャンボタクシーで小高
区内をぐるっと巡り、大悲山、相馬牧場などの癒しスポットに立ち寄りました。移動中
には、渡部さんから地元の方ならではの小高の街の案内やプチ情報の紹介をしてもらい、
参加者から質問が寄せられる場面も。
ツアー後、参加者からは、「小高について新しい発見がたくさんあって楽しかっ

た！」「小高の街がさらに気に入りました 」など嬉しい声が寄せられました。今回の

ツアーをきっかけに、小高でお気に入りの場所を見つけたり、地域の人や参加者同士、
顔見知りが増えたりすることで、これからの「おだかぐらし」がより素敵なものになれ
ばとても嬉しいです。
令和８年度は、小高区に移住した方を対象とするウェルカムツアーや交流会をそれぞ

れあと一回ずつ開催予定。詳細が決まり次第、おだかぐらしInstagramなどでお知らせし
ますのでどうぞお楽しみに♪

羊やポニーとの触れ合い・餌やりを体験！
癒しの時間でした＠相馬牧場(小谷)

４月に新たにオープンした園芸店

オーナー杉本尚子さんのお話に
興味津々！＠green(小屋木)

石仏や大杉の
大きさにびっくり！

＠大悲山(泉沢)

みんなで楽しく散策しました
風がとっても気持ちいい～＠浦尻貝塚(浦尻)

～小高の魅力発見！おだかぐらし移住者ウェルカムツアー～

70人を超える首都圏の方が参加した「おだかぐらしファンづくり交流会」が9月29日（火）に東京都内
で開催されました。

この交流会は、首都圏にお住まいの方に小高区の魅力に触れていただき、「ちょっと行ってみたい」
「住んでみたい」という気持ちを育てて、小高とつながり続ける「仲間（ファン）」を増やしていく取
り組みです。その先には、将来の移住や関係人口の広がりを見据えています。

当日は、小高区から届いた旬の食材を使った料理や小高区のお酒の飲み比べバーが登場。そこでは小
高区からのゲスト【ぷくぷく醸造】立川哲之さんなどが首都圏の参加者と、仕事や暮らし、まちの今に
ついて語り合う姿が見られました。

参加者からは「小高で出会った人と東京で再会できて嬉しい」「会う回数を重ねるごとにご縁が深ま
る」といった声が寄せられました。小高区を訪れたことのある方も初めての方も、顔の見える関係が少
しずつ育っていく様子が感じられる時間でした。すぐに移住とはいかなくても、こうした出会いを重ね
ることで、小高区を「また会いたい人がいる場所」として思い浮かべてもらえると嬉しいです。

おだかぐらし
Instagram
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